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Abstract 
Knowledge of mother language often can be obstacles to learning foreign language. 
They are serious especially for Japanese students learning Chinese and Chinese 
counterpart learning Japanese who share Kanji character for representation. As is 
well known, Isomorphous words, words with the same combination of Kanji, often lead 
both Chinese and Japanese learners to embarrassing misunderst1:mding or confusion. 
Some of Isomorphous words are used in the same meanings and context both in 
Japanese and Chinese, but many of them are used in different meaning and context. 
So it is important in education of these two languages to establish a clear 
classification of Isomorphous words used in both languages. In this paper I made 















＊ 前些年 我也有逍 一段痛苦的径粒。
（数年前、 私も一時期苦しい経験をしたことがある。）















われてきた。大河内康憲 (1992)は同形語の形容動詞を中心に研究を行い、 荒屋勧(19 8 
























































































































ブレ ー カ ー が切れた。
栓的保除升着 容易走火。
銃の安全装置がはずれていると、 誤って発射しがちです。



















． 在会上， 他作了 一介多小吋的桧査。
会議で彼は一時間余り釈咀した。
中国語の 「 桧査」には体や荷物の検査という意味だけではなく、 仕事の視察、 提出物など
に問題があるか否かの確認、 自分の犯した過ちの原因を反省するという意味もある。
③ 合計／合it
． 住宿費、 屯活聾加上服各費，合汁是5 0 0元。





























































































































中国語の「糸西」は方向を表す以外に、 物、 人、 動物も指す。 人間に使う場合、 可愛がる或
は嫌がるという気持ちを表す。






























































































































































































中国語の「柔欽」は主に［決友、 身体、 手、 厨地、 床、 沙友］などの言葉と組み合わせ











































































































































































大学卒業後、 結婚か、 就職か、 彼女は今人生の重大な岐路に立っている。




































































































































中国語の「把握」はコントロ ールの意味で、 「方向、 方向盆、 命返」などの言葉と結ぴ付ける
































































































長い日中文化交流の歴史の中で、 同形語が生み出された。 語彙はそれぞれの国の歴史、 文
化、 社会を反映するものなので、 異質な文化を持つ日本と中国のそれぞれにおいて同形語に
相違があることも当然である。 同形語の分類は非常に難しく、 その違いを一つに類別できる
とは限らず、 時にはいくつもの側面から分析しなければならない。 そして、 学習者が同形語
を使用する時、 母国語の影響で間違いを引き起こしやすいゆえに、 同形語の習得は中国語と
日本語の学習者にとってとても重要である。 双方の学習者は同じ漢字で表記する同形語を外
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